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構成し、その生涯と業績をコンパクトとにまとめ
たものとなった。
当館では、2004 年に同じくアイルランドを代
表する文学者であるジェイムズ・ジョイスの展示
を開催し、学内外の研究者はじめ、多くの皆さん
からご好評をいただいたが、今回、イェイツの生
涯と業績の展示を通して、再びアイルランドの文
学、芸術を紹介する機会が持てたことは有意義で
あった。
会　期 ： 2011年10月7日（金）～ 11月30日（水）
会　場 ： 総合学術情報センター 2階展示室
世 界 最 古 の
長 編 小 説 と も
言 わ れ る 紫 式
部 の『 源 氏 物
語 』は、 今 な
お 多 く の 読 者
を 魅 了 し て い
る。2008 年に
は『源氏物語』
が 世 に 知 ら れ
る よ う に な っ
て 1 0 0 0 年 目
に あ た る と い
う こ と で、 各
地 で さ ま ざ ま
な イ ベ ン ト が
開催され、翌年には図書館でも『源氏物語』と
そ の 享 受 資 料 の 展 覧 会 を 中 古 文 学 会 と の 共 催
で 開 催 し た。こ う し た 各 地 で の 展 覧 会 で 中 心
と な っ た 資 料 が、源 氏 物 語 研 究 で 大 き な 成 果
をあげている中野幸一先生（早稲田大学名誉教
授）所蔵の膨大なコレクション、九曜文庫だっ
た。2 0 0 9 年春、中野先生のご厚意により、全
コレクションのうち源氏物語関係を中心とした
資料群が図書館に収蔵され、2 0 1 1 年春より公
開を開始した。それを記念し、同年 3 月から記
念展示を開催すべく図書館では準備を進めてい
たが、その矢先、東日本大震災が発生した。そ
の影響で年度前半の学事暦が大幅に変更され、
授業開始が 5 月となったため、展覧会は中止せ
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2011年度は別稿に挙げるように複数の学内展示
に協力し、ほかに図書館主催で3本の企画展を開催
した。以下にその概要を述べ、活動報告とする。
会　期：2011年5月25日（水）～ 6月30日（木）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
※ 駐日アイルランド大使館、早稲田大学アイル
ランド文化研究所との共催、日本イェイツ協会
の協賛を得て開催。
ウィリアム・
バトラー・イェ
イ ツ（1865 ～
1939）は、近現
代 の ア イ ル ラ
ン ド を 代 表 す
る詩人、劇作家
であり、日本の
近代詩、劇作に
も 多 大 な 影 響
を 与 え た こ と
で も よ く 知 ら
れている。
図書館では、
か つ て イ ェ イ
ツ の 生 誕 100
年を記念した展覧会を開催したが、今回、あら
ためて彼の生涯と業績、影響を見直すために駐
日アイルランド大使館、早稲田大学アイルラン
ド文化研究所との共催、日本イェイツ協会の協
賛を得て展覧会を開催することとなった。
アイルランド国立図書館では、イェイツの業績
をほぼ常設の形で紹介展示しており、今回は日本
でもより多くの方々に彼について知ってもらいた
いとの意向から、日本語のパネル、パンフレット
を準備し、開催可能な機関を探していたが、本学
にはアイルランド文化研究所があり、研究者も多
いことから有力な開催候補として 2011 年 2 月に
本学の清水重夫教授（法学学術院）を通して開催
の打診があり、その後、アッシュリン・ブレーデ
ン氏（駐日アイルランド大使館）らと協議、調整
の結果、上記の日程で開催することができた。お
2 人にはあらためてあつく御礼申し上げる。展示
内容は、大使館が用意したイェイツを紹介する大
型パネルに加え、図書館が所蔵する関連資料等で
2
ホーミカミングデー協賛企画
九曜文庫公開記念展示
源氏物語～語り継がれる王朝絵巻～
ウィリアム・バトラー・イェイツ展1
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連資料が、治
郎 八 の 令 閨、
薩摩利子様よ
り図書館に寄
贈された。利
子夫人は治郎
八のことを文
字 通 り 手 足
となって支え
た方で、その
深い愛情のこ
もった資料を
ご寄贈いただ
けたことは大
変にありがた
く、心より御
礼 申 し 上 げ る。寄 贈 に あ た っ て は、治 郎 八 の
評 伝 を 刊 行 し、資 料 調 査 も 進 め て こ ら れ た 小
林茂教授（文学学術院）、さらには徳島県立近
代 美 術 館 の 江 川 佳 秀 氏 に 多 大 な る ご 助 力 を い
ただいた。
膨大な資料の中から、渡欧した治郎八を物心両
面から支えた両親はじめ薩摩家の記録、治郎八と
最初の妻である千代（1949 年病没）のヨーロッパ
での活躍、また晩年のさまざなま文化活動に関す
る資料を選定してご覧いただいた。
会期初日には利子夫人や江川氏、小林先生も来
場され、開催を喜んでくださった。ともに来場さ
れた薩摩家とご縁のあるみなさんも、懐かしそう
に資料を御覧になっていた。
今回は会期を少し長めに設定したが、最後まで来
場者に恵まれたことは喜ばしいことであった。薩
摩治郎八を知っている人も、またはじめてその名
を耳にする人にとっても、彼の生涯は刺激的なも
のに映ったことであろう。
なお「源氏物語」展と「サツマ」展については、
ほぼ同時期に戸山図書館においても小展示を開催
し、こちらも好評だった。
大学図書館の役割、それは資料を通じて研究、教
育にいかに貢献してゆくかということに尽きよう。
そのなかでも早稲田大学図書館にしかない資料を
広く知っていただく機会として展覧会はこれから
も重要な役割がある。と同時にそれにかかわる図
書館員にとっては資料の調査、解説の作成といっ
た業務を通じて多くの事を学ぶ場でもある。今後
もそうした重要な役割を果してゆかなくてはなら
ないだろう。
ざるを得なかった。しかし、九曜文庫が館蔵と
なったことは、本学だけでなく、国内外の研究
者の注目するところであり、是が非でも公開記
念展示を開催しなくてはならないと考え、1 0
月にあらためて開催したものである。
九曜文庫は源氏物語や関連の写本や版本、様々
な絵画資料まで幅広い内容を含む貴重な資料群で
あり、『源氏物語』がいかに多くの人々に広く読み
継がれてきたかを実感できる内容となっている。
展示できたのはそのうちのほんの一部であるが、
WINE（図書館蔵書目録）と古典籍総合データベー
スには資料の詳細な書誌情報を収録、さらに精細
なカラー画像もあわせてご覧いただけるようにし
ている。
展示は期間をとおして盛況を極め、当初11月半
ばまでとしていた会期を月末まで延長することと
した。本展示では表紙も含め12ページ、出陳資料
のうち約30点を収録したカラーパンフレット1,000
部を会場に用意したが、それもあっという間にな
くなり、3月の日付で準備していた1,000部を急遽
追加したが、そちらも最終日までにはなくなるほ
ど好評であった。これも源氏物語というテーマに
加えて九曜文庫の充実した内容が、多くの方々の
心をつかんだ結果であろう。
展覧会以後も、他機関（美術館、博物館）への出
陳希望、出版物への掲載、そして通常の閲覧も含
めて、九曜文庫への注目は変わらず高い。そうし
た多様な要望に応えるために、年度末には冊子目
録も刊行し、さまざまな角度から資料にアプロー
チできるようにしている。
会　期：2012年3月23日（金）～ 5月24日（水）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
薩摩治郎八（1901 ～ 1976）はパリを拠点とし
て戦前のフランス社交界で華々しく活躍、莫大な
私財を現地で活動する多くの文化人や日本から彼
の地に渡る人々の支援のために費やしたことで知
られる。今日も残るパリ国際大学都市日本館も彼
が創設したと言っても過言ではなかろう。近年、
複数の評伝が刊行され、あらためてその生涯に注
目が集まっている。
2 0 1 1 年夏、徳島県立近代美術館に預けられ
て い た 治 郎 八 遺 愛 の 品 々 や 原 稿、写 真 等 の 関
3 薩摩治郎八資料受贈記念展示バロン・サツマが来たァ！
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